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(2)　平成23年8月31日

群馬県大学図書館協議会「大学図書館研究会」・群馬県図書館協会「専門研修」
（群馬県大学図書館協議会・群馬県図書館協会　共催）

○平成２２年度第２回
テーマ：「出版流通　－これまで、いま、そして、これから－」
日　時：平成２３年３月１０日（木）１４時００分～１６時３０分
場　所：群馬大学荒牧キャンパス　教養教育GC棟3階301（視聴覚教室）
参加者：２５名（大学図書館２０名、公共図書館４名、高校図書館１名）
講　演：「出版産業の変化を促す２つの要素
　　　　　　－デジタルネットワーク技術の進展と市場の変化」
　　　　　　　　　　　㈱文化通信社　取締役編集長　星野　渉　氏

【概要】2010年は「電子書籍元年」と呼ばれ、これまでになかったほど「出版」が多くのメディアで取
り上げられた。その一方で、書籍流通においては、これまでの供給過剰なシステムを見直す動きが進
行し、書籍新刊点数は１９６２年以来の大幅な減少となった。なぜ今「電子書籍」が大きな話題になっ
たのか、そして、日本の出版流通は今後どのような方向に進むのかをテーマとした。

研究会報告

研究会風景 末松協議会会長 星野講師

参加者の意見等
　今回の研究会終了後に回収したアンケートの意見のひとつに「公共図書館（大学以外）の参加者が
少なく、残念」というのがあった。開催時期がちょうど年度末のいろいろな行事等が行われる時期と
重なってか、現在ホットな話題となっている電子書籍をテーマとした講演にも関わらず多数の参加者
を得られなかったことから、開催時期も再考する必要があると感じた。その他、主な意見としては、
次のものがあった。「出版流通について話が聞けてよかったと思う。内容的に若干難しかったが情報
を得られて良かった」「電子書籍と図書館がどうつながっていけばいいのか日々考えさせられますが、
まだまだ時間がかかる問題だと感じた」「タイムリーな話題で勉強になりました。図書館としても否応
なく時代の流れを取り込んで行かねばならなくなるでしょう」などなど。星野氏の講演でも言及され
ましたが、電子書籍はまだ緒に就いたばかり、展開を見守りつつ鋭意検討する必要があろう。
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出版産業の変化を促す２つの要素
─デジタルネットワーク技術の進展と市場の変化─

㈱文化通信社取締役編集長　星野　渉

＜レジュメ＞
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加盟館における「東日本大震災」による影響調査
平成23年３月11日14時46分18秒宮城県沖130㎞の海底震源　マグニチュード9.0

調査報告

図
書
館
名

施
設
・
設
備
の
被
害
状
況

計
画
停
電
に
よ
る
影
響

開
館
状
況
お
よ
び
今
後
の
予
定

備
　
　
　
　
　
考

育
英
短
期
大
学
図
書
館

・
資
料
落
下
　
２
Ｆ
２
冊
　
３
Ｆ
５
冊

　
計
７
冊

・
３
F
円
柱
に
亀
裂

・
キ
ャ
レ
ル
・
ブ
ー
ス
の
机
と
壁
の
接

続
部
が
ひ
び
割
れ
（
危
険
性
は
な
く

利
用
に
支
障
な
し
）

・
3
月
中
は
W
eb
O
P
A
C
を
停
止

・
停
電
決
定
時
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ダ
ウ
ン

通
常
開
館
（
3
月
中
1
7
時
閉
館
）

４
月
よ
り
は
1
8
:3
0
閉
館
と
な
る

が
、
計
画
停
電
が
夜
実
施
さ
れ
る

場
合
、
閉
館
時
間
を
早
め
る
予
定

３
月
中
は
休
業
中
で
利
用
者
が
少

な
く
、
節
電
の
た
め
消
灯

関
東
短
期
大
学
松
平
記
念

図
書
館

①
閲
覧
室
：
書
棚
一
基
倒
れ
た

　
　
　
　
　
図
書
相
当
数
落
下

②
書
庫
：
図
書
相
当
数
落
下

　
　
　
　
視
聴
覚
資
料
落
下

③
書
庫
書
棚
の
耐
震
用
ボ
ル
ト
が
外
れ

た
④
一
部
資
料
は
落
下
に
よ
り
破
損

⑤
書
庫
壁
面
亀
裂
（
安
全
性
に
問
題
な

し
）

①
図
書
館
シ
ス
テ
ム
停
止
に
よ
り
、
貸
出

停
止
-返
却
・
閲
覧
の
み
対
応
　

※
現
在
、
春
季
休
業
期
間
中
の
た
め
影
響

は
少
な
い

②
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
開
閉
が
で
き
な
い
（
計

画
停
電
期
間
中
は
別
対
応
と
し
た
）

③
図
書
館
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
正
作

業
延
期

①
３
月
2
2
日
ま
で
、
復
旧
作
業

の
た
め
閉
館
。
３
月
2
3
日
か

ら
制
限
付
き
で
サ
ー
ビ
ス
再
開

②
４
月
授
業
開
始
後
：
計
画
停
電

実
施
の
場
合
は
、
1
7
:0
0
閉
館
。

①
ガ
ソ
リ
ン
供
給
不
足
の
た
め
、

業
者
の
定
期
訪
問
回
数
が
減
っ

た
（
雑
誌
納
品
に
遅
れ
）

桐
生
大
学
図
書
館

若
干
の
書
籍
の
落
下

W
eb
O
P
A
C
、
蔵
書
管
理
シ
ス
テ
ム
共
に

サ
ー
バ
管
理
を
し
て
い
る
た
め
、
停
電
に

合
わ
せ
電
源
を
落
と
す
こ
と
に
よ
り
、
そ

れ
ら
が
利
用
不
可
と
な
る
。
ま
た
、
照
明

が
使
用
で
き
な
い
こ
と
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

低
下
。

公
開
し
て
い
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通

り
に
開
館
。
今
後
も
同
様
。

※
た
だ
し
、
計
画
停
電
の
時
間
帯

に
よ
り
、
予
定
よ
り
早
く
閉
館
す

る
場
合
が
あ
る
。

共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学

図
書
館

図
書
が
部
分
的
に
落
下
し
た
だ
け
で
、

特
に
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

開
館
時
間
の
短
縮
。
サ
ー
バ
ー
の
停
止
に

伴
い
W
eb
O
P
A
C
蔵
書
検
索
の
停
止
。

開
館
し
て
い
る
が
、
計
画
停
電
に

よ
り
開
館
時
間
を
短
縮
し
て
い
る
。

今
後
は
未
定
。

群
馬
県
立
女
子
大
学
附
属

図
書
館

書
架
か
ら
5
0
冊
程
図
書
が
落
下
・
散
乱

し
た

停
電
中
は
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
停
止
し
、

開
架
書
庫
へ
の
出
入
り
を
禁
止
す
る
。
館

内
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
使
用
禁
止
と
す

る
。

新
年
度
よ
り
、
1
7
:0
0
以
降
の
時

間
帯
に
停
電
が
あ
る
場
合
は
、
閉

館
時
間
を
早
め
る
。

群
馬
工
業
高
等
専
門
学
校

図
書
館

な
し

こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

い
ま
の
と
こ
ろ
時
間
短
縮
な
ど
の

予
定
あ
り
ま
せ
ん
。

館
内
照
明
を
一
部
消
灯
し
節
電

群
馬
医
療
福
祉
大
学
図
書
館

雑
誌
架
（
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
）
の
資
料

が
落
下
（
上
段
：
２
棚
分
）

図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
バ
ー
機
を
一
時

停
止

文
献
取
寄
せ
の
一
時
見
合
わ
せ

未
定
（
学
校
の
方
針
に
合
わ
せ
る

予
定
）

【
輪
番
停
電
】
第
５
グ
ル
ー
プ

節
電
の
た
め
、
館
内
照
明
を
全
て

落
と
す

（
４
時
頃
ま
で
）

群
馬
医
療
福
祉
大
学
図
書
館

藤
岡
分
館

一
般
書
架
（
上
段
）
の
資
料
が
落
下

図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
バ
ー
機
を
一
時

停
止

文
献
取
寄
せ
の
一
時
見
合
わ
せ

未
定
（
学
校
の
方
針
に
合
わ
せ
る

予
定
）

【
輪
番
停
電
】
第
５
グ
ル
ー
プ

（
2
0
1
1
.0
4
.1
3
作
成
）

次
ペ
ー
ジ
に
続
く



(8)　平成23年8月31日
図
書
館
名

施
設
・
設
備
の
被
害
状
況

計
画
停
電
に
よ
る
影
響

開
館
状
況
お
よ
び
今
後
の
予
定

備
　
　
　
　
　
考

群
馬
医
療
福
祉
大
学
附
属
リ
ハ

ビ
リ
専
門
学
校
図
書
室

　
←
　
元
気
プ
ラ
ザ
２
１
　
６
階

書
架
の
資
料
が
全
て
落
下
（
１
,0
0
0

冊
）

書
架
が
大
き
く
傾
き
、
全
て
の
書
架
が

歪
ん
で
し
ま
っ
た
。

　
↑

書
架
上
部
を
支
え
る
梁
が
外
れ
て
し

ま
っ
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
の
使
用
禁
止

２
２
日
（
火
）
に
書
架
の
歪
み
を

修
復

授
業
開
始
に
併
せ
て
通
常
開
館
予

定

【
輪
番
停
電
】
第
５
グ
ル
ー
プ

横
揺
れ
が
３
ｍ
位
あ
っ
た
ら
し
い

１
週
間
の
入
校
禁
止
令

群
馬
大
学
総
合
情
報
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
図
書
館

・
本
館
　
積
層
書
架
３
F
西
壁
側
の
２
台

（
４
連
１
台
、
５
連
１
台
）
の
書
架
の

耐
震
用
留
金
が
抜
け
落
ち
、
書
架
の

傾
斜
に
よ
り
、
約
3
0
0
冊
が
散
乱
。

・
本
館
　
玄
関
前
東
側
の
ス
ロ
ー
プ
に

亀
裂
。

・
本
館
　
エ
レ
ベ
ー
タ
停
止
。

・
医
学
分
館
　
館
内
の
壁
の
ヒ
ビ
が
拡

大
。

・
医
学
分
館
　
エ
レ
ベ
ー
タ
停
止
。

・
医
学
分
館
　
感
震
装
置
の
作
動
に
よ

り
空
調
が
停
止
。

・
工
学
分
館
　
積
層
書
架
壁
側
の
留
金

が
緩
み
書
架
が
傾
斜
。
積
層
書
架
全

体
の
書
籍
約
5
0
%
が
落
下
。
館
全
体

で
は
約
2
万
冊
が
散
乱
。
落
下
に
よ
る

破
損
図
書
約
1
0
0
冊
。

・
工
学
分
館
　
窓
ガ
ラ
ス
2
0
枚
が
破
損

落
下
及
び
ヒ
ビ
割
れ
。

・
工
学
分
館
　
館
内
の
壁
・
柱
の
随
所

が
ヒ
ビ
割
れ
。

計
画
停
電
に
合
せ
て
閉
館

・
本
館

　
3
/1
8
(金
)～
3
/3
1
(木
)

　
臨
時
休
館

　
 （
但
し
、「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ー

ナ
ー
」
は
利
用
可
）

・
 医
学
分
館
　
昭
和
地
区
計
画
停

電
の
実
施
に
合
せ
て
開
館
。
夜

間
特
別
利
用
は
中
止
。

・
工
学
分
館

　
3
/1
8
(金
)～
3
/3
1
(木
)

　
臨
時
休
館

　
但
し
、
特
別
の
理
由
に
よ
り
、

図
書
資
料
の
貸
出
等
を
希
望
す
る

場
合
は
当
該
カ
ウ
ン
タ
ー
で
対

応
。

４
月
以
降
５
月
連
休
明
け
ま
で

本
館

月
－
金
 9
:0
0
～
1
7
:0
0

土
、
日
、
祭
日
　
休
館

医
分

4
/1
－
6
 9
:0
0
～
1
7
:0
0

4
/7
－
5
/8
 9
:0
0
～
2
1
:0
0
 

土
、
日
、
祭
日
　
休
館

工
分

4
/1
－
6
　
休
館

4
/7
－
5
/8
 9
:0
0
～
1
7
:0
0

土
、
日
、
祭
日
　
休
館

群
馬
パ
ー
ス
大
学
付
属

図
書
館

１
階
図
書
数
千
冊
が
落
下

春
季
休
業
中
と
い
う
こ
と
も
考
慮
し
４
月

３
日
ま
で
休
館
と
な
っ
た
。

４
月
４
日
か
ら
開
館
予
定
（
た
だ

し
計
画
停
電
中
に
つ
い
て
は
休

館
）

上
武
大
学
附
属
図
書
館

３
階
書
架
3
0
0
冊
程
度
図
書
落
下

４
階
書
架
5
0
冊
程
度
図
書
落
下

3
/2
5
迄
１
グ
ル
ー
プ
停
電
時
に
停
電

3
/2
6
以
降
１
B
グ
ル
ー
プ
停
電
時
に
停

電

3
/1
1
新
シ
ス
テ
ム
移
行
作
業
中

休
館

４
月
以
降
停
電
時
は
通
常
業
務
予

定

上
武
大
学
附
属
図
書
館
分
館

１
階
・
２
階
と
も
資
料
数
百
冊
が
落
下

し
た

第
5
グ
ル
ー
プ
B
に
属
す
る
が
高
崎
市
新

町
の
停
電
対
象
外
地
区
に
あ
た
り
、
影
響

は
少
な
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
日
程
に
よ
る
通
常

開
館



平成23年8月31日 群馬県大学図書館協議会会報　第26号　(9)
図
書
館
名

施
設
・
設
備
の
被
害
状
況

計
画
停
電
に
よ
る
影
響

開
館
状
況
お
よ
び
今
後
の
予
定

備
　
　
　
　
　
考

高
崎
経
済
大
学
附
属
図
書
館

書
架
か
ら
2
,0
0
0
冊
く
ら
い
の
本
が
落

下
そ
の
他
施
設
は
被
害
な
し

地
震
の
あ
っ
た
翌
週
か
ら
館
内
改
修
の
た

め
、
休
館
日
と
し
て
い
た
た
め
影
響
な
し

停
電
に
よ
る
業
務
の
縮
小
及
び
臨

時
休
館
も
や
む
を
得
な
い
状
況
に

あ
る
。

4
月
中
は
短
縮
開
館

高
崎
健
康
福
祉
大
学
図
書
館

図
書
約
2
0
冊
落
下
。
落
下
は
し
な
か
っ

た
も
の
の
、
多
く
の
図
書
が
書
架
か
ら

数
セ
ン
チ
飛
び
出
し
た
。

春
期
休
業
中
の
計
画
停
電
時
は
閉
館

夜
間
の
計
画
停
電
に
あ
た
っ
た
場

合
は
1
7
時
閉
館
。
昼
間
の
計
画

停
電
中
は
開
館
す
る
が
、
貸
出
不

可
（
閲
覧
、
返
却
は
可
）。

3
月
1
4
日
（
月
）は
臨
時
休
館
し
、

復
旧
作
業
に
あ
た
っ
た
。

高
崎
健
康
福
祉
大
学
図
書
館

分
館

図
書
2
冊
の
落
下
。
落
下
は
し
な
か
っ
た

も
の
の
、
多
く
の
図
書
が
書
架
か
ら
数

セ
ン
チ
飛
び
出
し
た
。

高
崎
健
康
福
祉
大
学
図
書
館

薬
学
部
図
書
・
資
料
室

蔵
書
の
約
3
分
の
2
が
落
下
。
ビ
デ
オ
本

体
（
2
本
）、
D
V
D
ケ
ー
ス
、
落
下
し
た

図
書
（
1
0
冊
）
が
破
損
。

高
崎
商
科
大
学
図
書
館

壁
の
亀
裂
（
数
ヶ
所
）

特
に
な
し

授
業
開
始
が
延
期
に
な
っ
た
た
め
、

長
期
休
業
中
対
応
の
開
館
時
間
の

期
間
を
延
長

東
京
福
祉
大
学
附
属
茶
屋
四
郎

次
郎
記
念
図
書
館

図
書
の
落
下
（
約
1
,0
0
0
冊
）

図
書
館
シ
ス
テ
ム
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

メ
ー
ル
使
用
不
可
。

通
常
通
り
開
館
（
た
だ
し
、
計
画

停
電
中
は
閉
館
）

停
電
中
は
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

メ
ー
ル
不
通
と
な
り
ま
す
。（
第

1
G
)

東
洋
大
学
附
属
図
書
館

板
倉
図
書
館

所
蔵
資
料
の
う
ち
、1
階
は
1
0
0
冊
ほ
ど
、

2
階
は
書
架
の
最
上
段
・
2
段
目
の
半
分

ほ
ど
が
落
下
し
、
一
部
は
破
損
。
施
設
・

設
備
等
に
は
損
傷
な
し
。

計
画
停
電
実
施
中
は
、
閉
館
ま
た
は
資
料

の
閲
覧
の
み
の
開
館
を
予
定
。

地
震
発
生
直
後
か
ら
3
月
2
5
日
ま

で
は
閉
館
。
3
月
2
8
日
～
3
月
3
1

日
は
1
0
時
～
1
6
時
の
開
館
（
通

常
よ
り
時
間
短
縮
）。
4
月
1
日
以

降
は
通
常
ど
お
り
開
館
予
定
。

新
島
学
園
短
期
大
学

附
属
図
書
館

壁
に
固
定
し
た
書
架
の
留
め
金
が
1
ヶ
所

は
ず
れ
た
。
書
架
が
1
ヶ
所
ぐ
ら
つ
い
て

し
ま
っ
た
。
固
定
し
て
い
な
い
書
架
が

少
し
動
い
た
。時
計
が
壁
か
ら
1
ヶ
落
下
。

閲
覧
の
P
C
が
1
台
動
き
画
面
が
ち
か
ち

か
し
て
い
た
。

時
間
短
縮
あ
り
。

落
下
し
た
本
を
元
に
戻
す
た
め
約

5
日
間
閉
館
。
そ
の
後
、通
常
開
館
。

5
,5
5
0
冊
本
が
落
下
。
本
棚
か

ら
本
が
降
っ
て
き
た
。
人
的
被
害

な
し
。
本
が
傷
ん
だ
も
の
が
多
少

あ
っ
た
が
、
修
理
は
未
実
施
。
開

架
の
書
架
整
理
を
実
施
。
本
を
棚

の
奧
に
詰
め
ス
ト
ッ
パ
ー
で
止
め

る
作
業
を
実
施
。（
特
に
棚
の
上

３
段
が
落
下
多
し
）
書
架
の
補
強

実
施
。

放
送
大
学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー

図
書
室

図
書
室
内
の
本
が
数
冊
落
下
し
た
程
度

コ
ピ
ー
機
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
使
用
が
不

可
停
電
時
に
お
い
て
も
定
時
で
開
館

す
る
予
定

前
橋
工
科
大
学
附
属
図
書
館

書
庫
等
の
壁
の
ひ
び
割
れ

停
電
時
は
業
務
縮
小

授
業
の
実
施
状
況
に
よ
り
対
応

明
和
学
園
短
期
大
学

図
書
の
落
下
に
よ
る
一
部
破
損
（
軽
度
）
Ｐ
Ｃ
が
利
用
で
き
な
い
た
め
事
務
処
理
の

一
部
に
支
障

通
常
開
館
（
停
電
の
時
刻
に
よ
っ

て
は
早
期
閉
館
）



(10)　平成23年8月31日

【図書貸出ベスト１０　２０１０年版】（その１）
＜育英短期大学図書館＞ ＜関東短期大学図書館＞

順位 回数 書　　　　名 順位 回数 書　　　　名
1 17 楽しい幼児の運動遊び107 1 27 ひつじぱん
2 14 1Q84Book3 2 23 実習日誌の書き方:幼稚園・保育所実習
3 13 0～5歳児のたのしい運動あそび 3 21 はらぺこあおむし. -- 改訂新版
4 12 0～5歳児の運動あそび指導百科 3 21 ぐるんぱのようちえん
4 12 かわいい！楽しい！壁面実例12カ月 3 21 わたしのワンピース
4 12 中谷真弓のエプロンシアターベストセレクション 3 21 しりとりのだいすきなおうさま
7 11 ダーリンは外国人2 7 20 パオちゃんのかくれんぼ
7 11 ＰｒｉＰｒｉプリティ壁面1 8 18 へんしんトンネル
7 11 心にのこる手づくりカードアイデア集 9 17 ぐりとぐら  (こどものとも傑作集).
7 11 1Q84Book1 10 16 きのみのケーキ  (もりのおくりもの ; 2)

＜新島学園短期大学附属図書館＞ ＜群馬県立県民健康科学大学附属図書館＞
順位 回数 書　　　　名 順位 回数 書　　　　名
1 32 ポケットいっぱいのうた 1 62 ナースのためのくすりの事典 2010年版
2 11 聖☆おにいさん 2 2 45 計算問題解法ブラウン・ノート 診療放射線技師
2 11 聖☆おにいさん 1 2 45 産褥・新生児 第2版 母性看護学２ 
2 11 漢字学習ステップ2級 4 44 糖尿病・代謝・内分泌 第2版 病気がみえる 
5 10 1Q84 (ichi-kew-hachi-yon) 5 41 根拠がわかる疾患別看護過程 
5 10 聖☆おにいさん 4 6 39 消化器 第4版 病気がみえる 
5 10 説教者のための聖書講解 7 38 妊娠・分娩 第2版 母性看護学1
8 9 聖☆おにいさん 5 8 36 産科 第2版 病気がみえる
9 8 告白（湊かなえ著） 9 35 診療放射線技師イエロー・ノート 臨床編 第2版
9 8 聖☆おにいさん 3 10 34 核医学検査技術学 改訂2版 放射線技術学シリーズ

＜共愛学園前橋国際大学図書館＞ ＜高崎健康福祉大学図書館＞
順位 回数 書　　　　名 順位 回数 書　　　　名
1 11 ノルウェイの森上 1 39 基礎からしっかり学ぼう!管理栄養士国家試験の要点  2009年版
1 11 ノルウェイの森下 2 36 管理栄養士国家試験必修ポイント セカンドステージ2010
3 10 告白（湊かなえ著） 3 32 管理栄養士国家試験必修ポイント ファーストステージ2010
4 9 1Q84 (ichi-kew-hachi-yon) book 1 4 17 1Q84book1
4 9 誰とでも15分以上会話がとぎれない！ 5 15 植物図鑑
6 7 1Q84 (ichi-kew-hachi-yon) book 3 6 14 クエスチョン・バンク管理栄養士国家試験問題解説  2009
6 7 伝わるしくみと異文化間コミュニケーション 7 13 神様のカルテ
6 7 「男らしさ」の快楽 ポピュラー文化からみたその実態 7 13 1Q84book2
9 7 食堂かたつむり 7 13 告白（湊かなえ著）
9 6 他者と比べる自分 10 12 管理栄養士国家試験受験必修過去問集

＜高崎健康福祉大学図書館分館＞ ＜高崎健康福祉大学薬学部図書・資料室＞
順位 回数 書　　　　名 順位 回数 書　　　　名
1 67 病期・病態・重症度からみた疾患別看護過程+病態関連図 1 28 NEW薬理学　改訂第５版
2 65 母性看護実習ガイド（パーフェクト臨床実習ガイド） 2 24 薬剤師国家試験過去問題集　第93回
3 60 疾患別病態関連マップ 3 22 薬理学・薬物治療学　図解表説　第２版
4 55 疾患別看護過程の展開 4 21 薬剤師国家試験問題解答・解説　82回（9年春）
5 48 発達段階からみた小児看護過程+病態関連図 4 21 薬剤師国家試験過去問題集　第92回
6 47 根拠がわかる母性看護技術 6 19 パートナー薬理学
7 38 写真でわかる母性看護技術 7 18 薬剤師国家試験問題解答・解説　81回（8年春）
8 37 術中/術後の生体反応と急性期看護 8 17 薬と疾病Ⅰ　コアカリ重点ポイント集4
9 34 疾患と看護過程実践ガイド 8 17 物理系薬学　コアカリ・マスター1
9 34 周手術期看護 （ナーシング・グラフィカイーエックス 3） 8 17 トートラ人体の構造と機能　第２版
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新人紹介

◆わたしの仕事◆
 群馬県立女子大学附属図書館
 村 山 夏 樹
　はじめまして。４月より群馬県立女子大学附属
図書館に勤務しています村山夏樹と申します。主
に相互貸借・文献複写、図書の受入を担当してい
ます。その他に館内掲示物や企画展示コーナーの
ポスターを作成する広報係を任せられています。
掲示物を作成するときに心がけていることは、目
を引くこと、わかりやすいこと。そして、女子大
学の華やかな雰囲気に合わせて明るい色を使うよ
うにしています。
　定期的に開催している企画展示や特別展示では、
スタッフ全員で話し合ってテーマを決め準備を進
めます。今年は東日本大震災という大きな災害が
起きた年なので、5月は『地震と情報』というテー
マで「地震」、「原発」、「放射能」、「災害心理」など
をキーワードに関連の所蔵図書を展示し、地震翌
日の新聞トップ面を貼り出して各新聞社の報道の
仕方の違いを比べられるようにしました。第二弾
では図書館購読雑誌に掲載された特集記事を中心
に誰がどんな発言や報告をしたか一覧できるリス
トを作成し配布しました。
　６月中旬からは七夕に向けて２メートル程の竹
を入口に飾り、自由に飾り付けをしてもらえるよ
うに短冊や千代紙を置いたところ、217名の学生
が願い事を書いた短冊で七夕飾りをにぎやかに
彩ってくれました。図書館の資料とは関係の無い
企画でしたが、学生に図書館をもっと身近に感じ
てもらいたいという思いから学生参加型の企画を
考えました。
　しかし、学生が本当に大学図書館に求めている
ものは資料であり、正確でためになる情報であり、
頼りになる図書館スタッフだと思います。学生か
ら必要とされる存在には程遠い私ですが、職場の

先輩方と仕事をしていく中でたくさんのことを経
験し、学び、成長していきたいです。今は、図書
館の存在を盛り上げるべく自分にできる仕事をひ
とつひとつこなして一歩でも前へいけるよう頑張
りたいと思います。どうぞ宜しくお願いいたします。

◆大学図書館に勤務して◆
 高崎経済大学図書館
 宮 本 洋 輔
　今年の４月から公立大学法人高崎経済大学の専
任職員として大学図書館に勤務しています。私は
今年の３月まで高崎経済大学の学生でした。その
ため、学生から職員になって考え方など何が変
わったか述べます。
　学生のころは大学図書館を利用していましたが、
利用頻度が高いというわけではなく、主にゼミで
の研究などで必要に応じて図書を借りたり、雑誌
を複写したりしていました。大学図書館の全ての
サービスについて関心があるというわけではな
かったので、視聴覚資料の視聴やグループ研究室
の使用など利用していないサービスがありました。
そういった意味では、大学図書館のすべてを知っ
ているというわけではなく、一部しか知らなかっ
たのかもしれません。
　しかし、職員となった現在は、すべてのサービ
スを知る必要があります。その理由としては、公
立大学法人に採用されている以上、学生に大学図
書館のサービスを提供する「責任」があるからで
す。学生のころは授業料を支払っている立場でし
たが、現在は学生が支払っている授業料から給料
を頂いている立場です。この立場の違いは大きく、
大学図書館のすべてのサービスを学生に説明でき
提供できないといけません。それに加えて、今後
は学生や教員など利用者の利便性向上などを配慮
し、新たなサービスを考える熱意が必要です。図
書館は大学図書館にかぎらず、時代の変化や利用
者のニーズに応じて変化していく場所のため、現
状のサービスを見直すことはもちろん、新たな
サービスを導入することは常としているからです。
また、導入を実現するためには、大学図書館に関
する熱意だけではなく、職員として過ごす日々の
経験や図書館学を学ぶ自助努力、大学運営を担当
する部署への発言力など必要な能力が多岐にわた
るため、日々の業務のうえで、奮闘中です。
　現在、勤務しているなかで、まだまだ大学図書
館についてわからないことが多く、苦心する日々
が続いていますが、採用された当初に心の中に
あった「利用者にとって利用しやすい大学図書館
をつくりたい」気持ちを忘れずに生活していきた
いです。月日がたつと気持ちは薄れていくものか
もしれませんが、何かをきっかけにいつでも思い
出せるように心の片隅にとどめておきたいです。
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　本年３月11日に発生した東日本大震災、津波、原発事故を伴い未曽有の被害を齎し、未だに多くの人々が非日
常の生活を余儀なくされています。幸い、本県では被害は少なくて済みましたが、今号では加盟館の被害状況に
ついての調査結果を掲載しました。危機管理の重要性が絶えず問われています。

編　集　後　記

トピックストピックス 高崎商科大学

トピックストピックス 群馬大学

　昨年度・今年度と、６月に「選書ツアー」を実施しました。募集人数は20名で、紀伊國屋書店新宿
南店での選書１時間30分、自由時間２時間のバスツアーです。今年度の参加者は19名、307冊の本を
選びました。会議を経ての発注となるので、展示・配架が夏休み直前となってしまいますが、参加者
だけでなく一般の学生の注目度も高く、展示書架の前で気に入った本を探し、貸出しを受ける学生の
姿が数多く見られます。

　当館には、平成９年、本学教育学部社会科教育
講座の山口幸男教授・原口貴美子講師から寄贈い
ただいた100種類を超す郷土かるたのコレクション
があるが、この度は、本年８月８日、忰田晴美氏（東
京都板橋区在住）から、全国の郷土かるた全91点
の寄贈があった。これらの郷土かるたは氏が個人
的に収集されたもので、ご両親が高崎の出身であ
ること、また、当館が郷土かるたのコレクション
を所蔵していることをインターネットで知ったこ
とから、当館を寄贈先に選ばれたとのこと。寄贈いただいたかるたは数点を除き、ほとんどが当館未
所蔵のもので、幸いにも、当館コレクションの大幅な充実が図れた。

「選書ツアー2011」の実施

「全国郷土かるた」の寄贈


